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ヤングケアラー

医療と福祉を必要とするヤングケアラーゼロ社会のシナリオ創出
ー子どもの保健 2.0ー

ヤングケアラーの早期発見・早期対応を目指した多職種・自治体との連携による家族支援・家族相談

受診 不登校

シーズ１
ヤングケアラーが仮想空間上で相互交流する場を設定
し、支援者・当事者との交流が現実でも可能となるピ
アサポートシステムを社会実装する。

シーズ２
オンデマンドによる研究講座を配信し、ヤングケア
ラー支援コーディネーターを育成。同講座を通じて当
事者性＝専門性であることも広く周知する。

シーズ３
ヤングケアラーに関するガイドライン・測定尺度を標
準化して統合指標を用いて、早期発見を可能にするア
プリにする。当事者性＝専門性も合わせて可視化する。

ソリューション１
ピアサポートシステムの実装・介入効果の検証

ソリューション２
ヤングケアラー支援コーディネーターの育成

ソリューション３
ヤングケアラー早期検出システムの開発

課題１
ヤングケアラー同士の交流の場がなく、社会から隔絶
された状態に置かれている

課題２
ヤングケアラーに対する専門の支援者がおらず、現行
の支援も手薄である

課題３
ヤングケアラーであることが自分・家族・周囲の大人
に認知されない

抑うつ気分
身体化ストレス

神経発達症

育児放棄 etc.

地縁・血縁の希薄化

シングルマザー

多様な背景要因

家族の長期加療

ヤングケアラー支援コー
ディネーターを育成して関
係機関に常勤として配置

ヤングケアラー早期検出
システムを病院・学校等
に配布してヤングケア
ラー早期検出体制を構築

仮想空間上でのピアサポー
トシステムを通じてヤング
ケアラーの相互交流を促進
し、現実の支援へと繋げる



実施体制

プロジェクトリーダー・医療連携チーム

門田行史（自治医科大学・准教授）

仮想空間ピアサポートシステム実装チーム

髙瀨堅吉（中央大学・教授）

ヤングケアラー支援コーディネーター育成チーム

高山恵子（NPO法人えじそんくらぶ・代表）

ヤングケアラー早期検出システム実装チーム

仲田海人（那須塩原市ヤングケアラー協議会）

松原優里（自治医科大学公衆衛生学・講師）

古城隆雄（東海大学健康学部健康マネジメント学科）

情報発信および自治体・企業連携チーム

仲田海人（那須塩原市ヤングケアラー協議会）・湯浅正太（小児科医）・三木崇弘（児童精神科医）

一般社団法人
えんがお

フリースクールアップ
ルバウム

那須塩原市

ヤングケアラー
支援プログラム

心理支援
課題解決支援

認定NPO法人カタリバ

那須塩原市：シナリオ創出フェーズのPoCの場として想定。カタリバ
が提供する仮想空間と協調して現実空間でのピアサポートを実装する。

国際医療福祉大学病院

自治医科大学附属病院

とちぎ子ども医療センター

社会福祉協議会



4

✓ 発達障害の客観的評価、治療評価の指標が不足している

「子ども達の安全地帯」がない
最適な支援を受けられない、安心して生活できない、強みを活かせない

✓ 多様な価値観に基づく判断、教育が不足している（リベラルアーツが必要）

✓ 家族全体の評価、支援するシステムが不足している

発達障害・ヤングケアラー支援の現状



地域に「子どもの安全地帯」を作りながらエビデンスに基づいた支援を目指す
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家族丸ごと支援



医療と福祉を必要とするヤングケアラーを支援へとつなぐ導線

ヤングケアラー

量的・質的指標から黄信号・
赤信号のヤングケアラーであ
るかを同定して支援に繋ぐ

SSW・SC・養護教諭が
赤信号のヤングケアラー
であるかを同定して支援
に繋ぐ

社会福祉協議会

民間のケアサロンなど

統合指標によって三拠点
でヤングケアラーを検出
する







＋α
運用例





茨城県との支援例



＋α
重症ヤングケアラー

の抽出

茨城県との支援例



＋α
医療のサポート



プラスα
我々の

教育プラグラム
導入

プラスα
栃木の人材バンク活用

ヤングケアラー
OB/OGの活躍の場づくり





＋α
家以外の場所の提供
例：公民館など

対面＋オンラインの活用



子ども達、家族の安全地帯の構築を通して社会に貢献するための
家族丸ごと支援、その中の一つであるヤングケアラー支援をすすめてゆきたい

17
出所：NHK政治マガジン（2022年6月16日号）

子どもから家族・地域の健康をまもる

DBS: Disclosure and Barring Service（前歴開示および前歴者就業制限機構）



ご清聴ありがとうございました


	スライド 1: ヤングケアラー支援 にむけた取り組み
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

